
 

平成 23年度  東京都毒物劇物取扱者試験  

問      題 

農業用品目（筆記試験・実地試験） 
◎ 指示があるまで開いてはいけません。 

 
注 意 事 項  

 

１  問題は全部で１２問です。筆記試験は問１から問９まで、実地試験は問１０

から問１２までです。総ページ数は２３ページです。  
 
２  試験時間は、午前１０時から午前１１時３０分までの１時間３０分です。  
 
３  解答用紙は、問題とは別に配布します。  
  解答用紙には、必ず氏名、フリガナ及び受験番号を記入し、また、受験番号に

該当する数字を塗りつぶしてください。  
  試験終了後は、解答用紙のみ提出してください。  
 
４  解答方法は次のとおりです。  

(1) 解答用紙の該当箇所の数字を塗りつぶしてください。  
設問に対する解答は、１設問に対して一つです。複数箇所を塗りつぶした

場合は、解答したことにはなりません。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 解答用紙への記入は、ＨＢの鉛筆又はシャープペンシルを使用してください。 
(3) 解答を修正した場合は、消しゴムであとが残らないように完全に消してく

ださい。  
鉛筆のあとが残ったり、  のような消し方をした場合は、修正又は解答

したことにはならないので注意してください。  
(4) 解答用紙は、折り曲げたり汚したりしないよう、注意してください。  

 

５  問題が次のページに続くことがあるので、注意してください。  
 

６  設問中、化学物質の性状等については、特に指定のない限り、２０℃、１気

圧におけるものとして解答してください。  
 

７  問題の内容については、質問を受け付けません。  

(100) 炭素の元素記号として正しいものはどれか。  

１  Ａ    ２  Ｂ    ３  Ｃ    ４  Ｄ  
 
正しい答えは「３」であるから、 ３ を塗りつぶして、  

 
 

   良い例       悪い例  
細  い   短  い   う す い  は み で る  

とすればよい。

 

(100) １    ２     ３     ４  

解  答  例  
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筆 記 
 
問１ 

 次は、毒物及び劇物取締法の条文の一部である。  （ 1 ）  ～  （ 5 ）  にあてはまる字句と

して、正しいものはどれか。 

 

（目的） 
第１条 

この法律は、毒物及び劇物について、  （ 1 ）  上の見地から必要な取締を行うことを目

的とする。 
 

（定義） 
第２条第１項 

この法律で「毒物」とは、別表第一に掲げる物であつて、  （ 2 ）  及び医薬部外品以外

のものをいう。 
 

（禁止規定） 
第３条第２項 

毒物又は劇物の輸入業の登録を受けた者でなければ、毒物又は劇物を販売又は  （ 3 ）  
の目的で輸入してはならない。 

 
（禁止規定） 
第３条の３ 

 （ 4 ）  、幻覚又は麻酔の作用を有する毒物又は劇物（これらを含有する物を含む。）

であつて政令で定めるものは、みだりに摂取し、若しくは吸入し、又はこれらの目的で 
 （ 5 ）  してはならない。 

 
 
 
 

（ 1 ） １ 保健衛生    ２ 犯罪防止    ３ 環境保護    ４ 労働安全 
 
（ 2 ） １ 化粧品     ２ 危険物     ３ 食品      ４ 医薬品 

 
（ 3 ） １ 製造      ２ 研究      ３ 授与      ４ 使用 

 
（ 4 ） １ 強壮      ２ 興奮      ３ 酩

めい

酊
てい

      ４ 鎮静 
 
（ 5 ） １ 譲受      ２ 譲渡      ３ 所持      ４ 販売 
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問２ 

次は、毒物及び劇物取締法、同法施行令及び同法施行規則に関する記述である。 

（ 6 ）～（ 10 ）の問に答えなさい。 

 

（ 6 ）毒物劇物営業者における設備に関する記述の正誤について、正しい組合せはどれか。 
 

ａ 輸入業の営業所には、劇物を含有する廃水の処理に要する設備が備えられていなければな

らない。 
ｂ 製造所で毒物を貯蔵するドラムかんは、毒物が飛散し、漏れ、又はしみ出るおそれのない

ものでなければならない。 

ｃ 製造所で劇物を貯蔵する場所が性質上かぎをかけることができないものであるときは、そ

の周囲に、堅固なさくが設けてあればよい。 

ｄ 販売業の店舗で劇物を陳列する場所には、かぎをかける設備がなくてもよい。 
 

 ａ ｂ ｃ ｄ 

１ 正 正 正 誤 
２ 正 正 誤 正 
３ 誤 正 正 誤 
４ 誤 誤 誤 正 

 

 

 

 

（ 7 ）毒物又は劇物の表示に関する記述の正誤について、正しい組合せはどれか。 
 

ａ 毒物劇物営業者は、劇物を陳列する場所に、色の指定はないが「医薬用外」の文字及び「劇

物」の文字を表示しなければならない。 
ｂ 毒物劇物営業者は、劇物の容器及び被包に、劇物の名称を表示しなければ、その劇物を販

売してはならない。 
ｃ 毒物劇物営業者は、毒物たる有機燐

り ん

化合物の容器及び被包に、厚生労働省令で定めるその

解毒剤の名称を表示しなければ、その毒物を販売してはならない。 
ｄ 毒物劇物営業者は、毒物の容器及び被包に、「医薬用外」の文字及び黒地に白色をもって「毒

物」の文字を表示しなければならない。 
 

 ａ ｂ ｃ ｄ 

１ 正 正 正 誤 
２ 正 正 誤 正 
３ 誤 正 正 誤 
４ 誤 誤 誤 正 
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（ 8 ）次の記述の（ ① ）及び（ ② ）にあてはまる字句として、正しい組合せはどれか。 

 

法第２２条に基づく業務上取扱者の届出が必要な事業として、（ ① ）を使用して、

（ ② ）を行う事業がある。 

 

 ① ② 

１ 砒
ひ

素化合物たる毒物 金属熱処理 

２ 砒
ひ

素化合物たる毒物 しろありの防除 

３ 黄燐
りん

 金属熱処理 

４ 黄燐
りん

 しろありの防除 

 

 

（ 9 ）法第３条の４において「引火性、発火性又は爆発性のある毒物又は劇物であつて政令で定める

ものは、業務その他正当な理由による場合を除いては、所持してはならない。」とされている。 

次のａ～ｄのうち、この「政令で定めるもの」に該当するものはどれか。正しいものの組合せ

を選びなさい。 
 

ａ トルエン 
ｂ 酢酸エチル 
ｃ 塩素酸カリウム 
ｄ 亜塩素酸ナトリウム 

 

１ ａ、ｂ 
２ ａ、ｄ 
３ ｂ、ｃ 
４ ｃ、ｄ 

 

 

（ 10 ）特定毒物研究者又は特定毒物使用者に関する記述の正誤について、正しい組合せはどれか。 
 

ａ 特定毒物研究者は、許可を受けた特定毒物を製造することができる。 

ｂ 特定毒物研究者は、許可を受けた特定毒物を輸入することができる。 

ｃ 特定毒物使用者は、指定を受けた特定毒物を製造することができる。 

ｄ 特定毒物使用者は、指定を受けた特定毒物を輸入することができる。 
 

 ａ ｂ ｃ ｄ 

１ 正 正 誤 誤 
２ 正 誤 正 誤 
３ 誤 正 誤 正 
４ 誤 誤 正 正 
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問３ 
次は、毒物又は劇物の取扱い等に関する記述である。毒物及び劇物取締法、同法施行令及び同法施行

規則の規定に照らし、（ 11 ）～（ 15 ）の問に答えなさい。 

 

（ 11 ）毒物劇物営業者が劇物を販売又は交付する際の行為に関する記述の正誤について、正しい組合

せはどれか。 
 

ａ 劇物を個人たる毒物劇物営業者に販売したときには、劇物の名称及び数量、販売した年月

日、譲受人の氏名、職業及び住所を、その都度、書面に記載している。 
ｂ 劇物を毒物劇物営業者以外の個人に販売したときに法で定められた書面の提出を受け、販

売した日から３年間保存した後、その書面を廃棄した。 
ｃ 劇物を毒物劇物営業者以外の個人に販売するときに提出された法で定められた事項を記載

した書面に、譲受人による押印がなかったが、氏名が自署されていたので劇物を販売した。 
ｄ 引火性、発火性又は爆発性のある劇物であって政令で定めるものの交付を受ける者が、常

時取引関係にある毒物劇物営業者であったので、その者の氏名及び住所を確認する身分証明

書の提示を受けずに劇物を交付した。 

 

 ａ ｂ ｃ ｄ 

１ 正 正 誤 誤 
２ 正 誤 誤 正 
３ 誤 正 正 誤 
４ 誤 誤 正 正 

 

 

 

（ 12 ）毒物劇物営業者が、初めて販売を行う譲受人に対して毒物を販売することになった。その際に、

毒物の性状及び取扱いについてその譲受人に対して行う情報提供に関する記述の正誤について、正

しい組合せはどれか。 
 

ａ 譲受人の承諾を得ずに文書の交付に代えて電子メールで情報提供を行った。 
ｂ 廃棄上の注意については、廃棄の際に情報提供を行うこととしたので、販売時には情報提供

を行わなかった。 
ｃ ２００ミリグラム入りの毒物１本のみの販売であったので、情報提供を行わなかった。 
ｄ 他の毒物劇物営業者により既に情報提供が行われていたが、自らも情報提供を行った。 

 

 ａ ｂ ｃ ｄ 

１ 正 正 正 誤 
２ 正 誤 正 正 
３ 誤 正 誤 正 
４ 誤 誤 誤 正 
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（ 13 ）毒物劇物営業者が、その取扱いに係る毒物又は劇物の事故の際に講じる措置に関する記述の正誤に

ついて、正しい組合せはどれか。 

ａ 店舗内に保管していた劇物の一部を紛失したので、直ちに、警察署に届け出た。 
ｂ 製造所内に保管していた毒物が盗難にあったが、保健衛生上の危害が生ずるおそれのない量で

あったので、警察署に届け出なかった。 
ｃ 出荷前の試験検査中に、少量の劇物を机上に飛散させてしまったが、応急の措置を講じ、検査

者及びその他の者に保健衛生上の危害が生ずるおそれがなかったので、保健所に届け出なかった。 
ｄ 営業所内に保管していた毒物が流出し、不特定の通行人に保健衛生上の危害が生ずるおそれが

あったので、直ちに保健所に届け出るとともに、保健衛生上の危害を防止する措置を講じた。 

 ａ ｂ ｃ ｄ 

１ 正 正 正 誤 
２ 正 正 誤 正 
３ 正 誤 正 正 
４ 誤 正 正 正 

 

（ 14 ）硝酸を６０％含有する液体状の劇物を、車両１台を使用して、１回につき５０００キログラム運搬

する場合の運搬方法に関する記述の正誤について、正しい組合せはどれか。 

ａ 運搬する車両の前後の見やすい箇所に、０.３メートル平方の板に地を黒色、文字を白色として

「毒」と表示した標識を掲げた。 
ｂ 車両には、防毒マスク、ゴム手袋その他事故の際に応急の措置を講ずるために必要な保護具を

１人分備えた。 
ｃ １人の運転者による運転時間が１日当たり９時間を超えるので、交替して運転する者を同乗さ

せた。 
ｄ 車両には、運搬する劇物の名称、成分及びその含量並びに事故の際に講じなければならない応

急の措置の内容を記載した書面を備えた。 

 ａ ｂ ｃ ｄ 

１ 正 正 誤 誤 
２ 正 誤 正 正 
３ 誤 正 誤 正 
４ 誤 誤 正 正 

 

（ 15 ）毒物劇物取扱責任者に関する記述の正誤について、正しい組合せはどれか。 

ａ 毒物劇物一般販売業者が、毒物劇物輸入業を併せ営んでおり、その店舗と営業所とが互いに隣

接していたので、同じ者を毒物劇物取扱責任者とした。 
ｂ 東京都知事が行う一般毒物劇物取扱者試験に合格した者を、他の道府県に所在する毒物劇物製

造業の製造所において毒物劇物取扱責任者とした。 
ｃ １８歳未満の者であったが、毒物劇物輸入業の業務に１年以上従事した者であったので、毒物

劇物輸入業の営業所の毒物劇物取扱責任者とした。 
ｄ 特定品目毒物劇物取扱者試験の合格者は、特定品目販売業の店舗の毒物劇物取扱責任者にしか

なれないため、特定品目のみを取り扱う輸入業の営業所の毒物劇物取扱責任者にはできなかった。 

 ａ ｂ ｃ ｄ 

１ 正 正 誤 誤 
２ 正 誤 誤 正 
３ 誤 正 正 誤 
４ 誤 誤 正 正 
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問４ 

 次は、毒物劇物営業者又は毒物劇物業務上取扱者である「Ａ」～「Ｄ」の４者に関する記述である。

毒物及び劇物取締法、同法施行令及び同法施行規則の規定に照らし、（ 16 ）～（ 20 ）の問に答えなさ

い。ただし、「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」、「Ｄ」は、それぞれ別法人であるものとする。 

「Ａ」：毒物劇物輸入業者 
     硫酸を輸入できる登録のみを受けている事業者である。  
「Ｂ」：毒物劇物製造業者 
     硫酸を製造できる登録のみを受けている事業者である。  
「Ｃ」：毒物劇物農業用品目販売業者 
     農業用品目である毒物及び劇物を販売できる登録のみを受けている事業者である。  
「Ｄ」：毒物劇物業務上取扱者 
     工場内において、硫酸のみを使用している事業者である。 
     ただし、毒物劇物営業者ではない。 

 

（ 16 ）「Ａ」に関する記述の正誤について、正しい組合せはどれか。 
 

ａ 「Ａ」は、自ら輸入した硫酸を「Ｂ」に販売することができる。 
ｂ 「Ａ」は、自ら輸入した硫酸を「Ｃ」に販売することができる。 
ｃ 「Ａ」は、自ら輸入した硫酸を「Ｄ」に販売することができる。 
ｄ 「Ａ」は、「Ｃ」から購入した硫酸を「Ｂ」に販売することができる。 

 
 ａ ｂ ｃ ｄ 

１ 正 正 誤 正 
２ 正 正 誤 誤 
３ 誤 正 正 誤 
４ 誤 誤 正 正 

 

（ 17 ）「Ｂ」に関する記述の正誤について、正しい組合せはどれか。 
 

ａ 「Ｂ」は、製造所を別の所在地に移転するにあたり、変更届を提出することにより、移転

先で継続して製造業を営むことができる。 

ｂ 「Ｂ」は、登録を受けた製造所とは別の所在地にある自社研究所で、自ら製造した硫酸を

使用することができる。 
ｃ 「Ｂ」の登録は、市区町村長が行うこととされている。 
ｄ 「Ｂ」の登録は、６年ごとに、更新を受けなければ、その効力を失う。 
 

 ａ ｂ ｃ ｄ 

１ 正 正 正 誤 
２ 正 誤 誤 正 
３ 誤 正 誤 誤 
４ 誤 誤 正 正 
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（ 18 ）「Ｂ」は、登録を受けた製造所に関して、次のａ～ｃの事項を変更した。法第１０条に基づく届

出が必要な事項として、正しいものはどれか。 
 

ａ 製造所の名称 
ｂ 法人の代表者 
ｃ 従業員の数 

 
１ ａのみ 

２ ａ、ｂのみ 

３ ａ、ｃのみ 

４ ｂ、ｃのみ 

 
 
 
 
（ 19 ）「Ｃ」は、東京都新宿区内にある店舗において毒物劇物農業用品目販売業の登録を受けている。

この店舗に加え、東京都港区内にも新たに店舗を設け、毒物劇物農業用品目販売業を営む予定で

ある。この場合に必要な手続として、正しいものはどれか。 
 

１ 港区内の店舗で業務を始める前に、店舗追加の変更届を提出しなければならない。 
２ 港区内の店舗で業務を始める前に、新たに販売業の登録を受けなければならない。 
３ 港区内の店舗で業務を始めた後に、店舗追加の変更届を提出しなければならない。 
４ 港区内の店舗で業務を始めた後に、新たに販売業の登録を受けなければならない。 

 

 

 

 
（ 20 ）「Ｄ」に関する記述の正誤について、正しい組合せはどれか。 
 

ａ 工場閉鎖時には、毒物劇物業務上取扱者の廃止届を提出しなければならない。 
ｂ 新たにアンモニアを使用する際には、取扱品目の変更届を提出しなければならない。 
ｃ 硫酸の盗難防止のために必要な措置を講じなければならない。 
ｄ 硫酸の貯蔵場所には、「医薬用外劇物」の文字を表示しなければならない。 

 
 

 ａ ｂ ｃ ｄ 

１ 正 正 正 誤 
２ 正 誤 正 正 
３ 誤 正 誤 正 
４ 誤 誤 正 正 



 

- 8 - 

問５ 

次の（ 21 ）～（ 25 ）の問に答えなさい。 

 

（ 21 ）酸、塩基及び中和に関する記述のうち、正しいものはどれか。 

 

１ 塩基とは、相手から水素イオンＨ＋を受け取る分子またはイオンである。 

２ 酸性の水溶液中では、水酸化物イオンＯＨ－は存在しない。 

３ １価の塩基を弱塩基といい、２価以上の塩基を強塩基という。 

４ 水素イオンＨ＋と水酸化物イオンＯＨ－が中和するとき、熱を吸収する。 

 

 

 

 

 

（ 22 ）塩化水素 ＨＣｌ を０.７３ｇ 含む塩酸（塩化水素水溶液）が２００ｍL ある。この塩酸（塩化水

素水溶液）のｐＨ として、正しいものはどれか。 

ただし、原子量は、水素＝１、塩素＝３５.５とし、水溶液の温度は２５℃、電離度は１、また

２５℃における水のイオン積［Ｈ＋］［ＯＨ－］＝１.０×１０－１４(mol/L)２とする。 

 

１ ｐＨ １ ２ ｐＨ ２ ３ ｐＨ １２ ４ ｐＨ １３ 

 
 
 
 
 
 

（ 23 ）ｐＨ ９ の水酸化ナトリウム水溶液１ｍL に水を加え１０００ｍL にした。この水溶液のｐＨ とし

て、最も近いものはどれか。 
 

１ ｐＨ ６ ２ ｐＨ ７ ３ ｐＨ ８ ４ ｐＨ ９ 
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（ 24 ）０.１mol/L の酢酸水溶液１０ｍL に０.１mol/L の水酸化ナトリウム水溶液を滴下して、中和

滴定を行う。この実験で用いる指示薬と滴定前後における溶液の色の変化との組合せとして、正

しいものはどれか。 

 

 用いる指示薬 滴定前後における溶液の色の変化 

１ メチルオレンジ   黄色から赤色に変化     

２ リトマス   青色から赤色に変化     

３ ブロモチモールブルー（ＢＴＢ）   青色から黄色に変化     

４ フェノールフタレイン   無色から赤色（桃色）に変化 

 

 

 

 

 

（ 25 ）濃度が不明な硫酸１０ｍL を過不足なく中和するのに、０.５mol/L の水酸化ナトリウム水溶液 
      ６０ｍL を要した。この硫酸のモル濃度として、正しいものはどれか。 
 

１ ０.１５ mol/L ２ ０.３０ mol/L ３ １.５ mol/L ４ ３.０ mol/L 
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問６ 

次の（ 26 ）～（ 30 ）の問に答えなさい。 

 

（ 26 ）水 Ｈ２Ｏ １.８ｇ の物質量として、正しいものはどれか。 

ただし、原子量は、水素＝１、酸素＝１６とする。 

 

１ ０.０１０ mol ２ ０.１０ mol ３ １.０ mol ４ １０ mol 
 

 

 

 

 

（ 27 ）６.０ｇ の水酸化ナトリウム ＮａＯＨ 全量を水に溶かして５００ｍL の水溶液をつくった。こ

の水溶液のモル濃度として、正しいものはどれか。 

ただし、原子量は、水素＝１、酸素＝１６、ナトリウム＝２３とする。 

 

１ ０.０３０ mol/L ２ ０.１５ mol/L ３ ０.２０ mol/L ４ ０.３０ mol/L 
 

 

 

 

 

（ 28 ）メタン ＣＨ４ １６ｇ と酸素 Ｏ２ ６４ｇ が完全に反応して二酸化炭素 ＣＯ２ と水 Ｈ２Ｏ を生

成した。このとき生成した水の質量として、正しいものはどれか。 

    ただし、メタンと酸素が反応したときの化学反応式は、ＣＨ４＋２Ｏ２ → ＣＯ２＋２Ｈ２Ｏ 

原子量は、水素＝１、炭素＝１２、酸素＝１６とする。 

 

１ １８ｇ ２ ２７ｇ ３ ３６ｇ ４ ４５ｇ 
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（ 29 ）次は、プロパン Ｃ３Ｈ８ が完全燃焼する反応の熱化学方程式である。ある質量のプロパンを完

全燃焼させた際の発熱量が４４４ｋＪ だったとき、反応に要した酸素の質量として、正しいものは

どれか。 

    ただし、温度は２５℃、圧力は１０１３ｈＰａであり、（気）は気体、（液）は液体の状態を示し、

原子量は、水素＝１、炭素＝１２、酸素＝１６とする。 

 

 Ｃ３Ｈ８（気） ＋ ５Ｏ２（気） ＝ ３ＣＯ２（気） ＋ ４Ｈ２Ｏ（液） ＋ ２２２０ｋＪ 

 

１ １６ｇ ２ ３２ｇ ３ ４４ｇ ４ １６０ｇ 
 

 

 

 

 

（ 30 ）次は、硫化水素と酸素が反応して、硫黄と水を生じる反応の化学反応式である。この反応に関

する記述のうち、正しいものはどれか。 

 

２Ｈ２Ｓ ＋ Ｏ２      ２Ｓ ＋ ２Ｈ２Ｏ 

 

１ この反応で、硫化水素は酸化剤として働いている。 

２ この反応の前後で、酸素原子の酸化数は－２から０に増加している。 

３ この反応により、硫黄原子は電子を受け取っている。 

４ この反応により、硫黄原子は酸化されている。 
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問７ 

次の（ 31 ）～（ 35 ）の問に答えなさい。 

 

（ 31 ）次の記述の（ ① ）及び（ ② ）にあてはまる字句として、正しい組合せはどれか。 

 

同温、同圧のもとで、同体積の気体は、気体の種類に関係なく、同数個の分子を含む。

これを（ ① ）という。 

気体どうしの化学反応では、反応に関係する気体の体積比は、同温、同圧のもとでは簡

単な整数比になる。これを（ ② ）という。 

 

 ① ② 

１ アボガドロの法則 気体反応の法則 

２ アボガドロの法則 定比例の法則 

３ 質量保存の法則 気体反応の法則 

４ 質量保存の法則 定比例の法則 

 

 

 

 

 

（ 32 ）原子に関する記述の正誤について、正しい組合せはどれか。 

 

ａ 原子核は電子と中性子から構成される。 

ｂ 陽子１個の質量は電子１個の質量より小さい。 

ｃ 原子番号が等しく、質量数が異なる原子を互いに同位体という。 

 

 ａ ｂ ｃ 

１ 正 誤 誤 

２ 誤 正 誤 

３ 誤 誤 正 

４ 誤 誤 誤 
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（ 33 ）元素の周期表に関する記述の正誤について、正しい組合せはどれか。 

 

ａ ハロゲンと呼ばれる１７族の元素は、非金属元素である。 

ｂ 希ガスと呼ばれる１８族の元素の原子が有する価電子の数は１である。 

ｃ アルカリ土類金属は、２価の陰イオンになりやすい。 

 

 ａ ｂ ｃ 

１ 正 正 誤 

２ 正 誤 誤 

３ 誤 正 正 

４ 誤 誤 正 

 

 

 

 

（ 34 ）異性体に関する記述の正誤について、正しい組合せはどれか。 

 

ａ 分子式が同じでも、構造の違いにより性質が異なる化合物を、互いに異性体という。 

ｂ 分子式Ｃ５Ｈ１２で表される炭化水素には、異性体が存在しない。 

ｃ 乳酸は不斉炭素原子をもつため、光学異性体が存在する。 

 

 ａ ｂ ｃ 

１ 正 正 正 

２ 正 正 誤 

３ 正 誤 正 

４ 誤 正 正 

 

 

 

 

（ 35 ） １，４－ジアミノブタンの化学式として、正しいものはどれか。 

 

      １                    ２ 

     Ｈ２Ｎ－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－ＮＨ２      Ｈ２Ｎ－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－ＮＨ２ 

     

                                

   ３                    ４      ＮＯ２ 

     Ｏ２Ｎ－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－ＮＯ２      ＣＨ３ＣＨ２ＣＨＣＨ２ＣＨ３ 

                               ＮＯ２ 
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問８ 

次は、クロルピクリンに関する記述である。（ 36 ）～（ 40 ）の問に答えなさい。 

 

 クロルピクリンは（ ① ）で、化学式は（ ② ）である。これを含有する製剤は、

毒物及び劇物取締法により（ ③ ）に指定されている。農薬としては（ ④ ）に用い

られており、最も適切な廃棄方法は（ ⑤ ）である。 

 

 

（ 36 ）（ ① ）にあてはまるものはどれか。 

 

   １ 刺激臭のある液体 

   ２ 刺激臭のある気体 

   ３ 無臭の液体 

   ４ 無臭の気体 

 
 
（ 37 ）（ ② ）にあてはまるものはどれか。 
 

 １                      ２  

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 ３                      ４  
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（ 38 ）（ ③ ）にあてはまるものはどれか。 
 

１ 劇物 
２ 毒物 
３ ５％以下を含有するものを除き、劇物 

    ４ ５％以下を含有するものは劇物、５％を超えて含有するものは毒物 

 

 

 

（ 39 ）（ ④ ）にあてはまるものはどれか。 
 

１ 殺鼠
そ

剤 
２ 除草剤 
３ 植物成長調整剤 
４ 土壌燻

くん

蒸剤 

 
 
 
（ 40 ）（ ⑤ ）にあてはまるものはどれか。 
 

１ 活性汚泥法 
２ 中和法 
３ 回収法 
４ 分解法 
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問９ 

次の（ 41 ）～（ 45 ）の問に答えなさい。 

 

（ 41 ）次の記述の（ ① ）及び（ ② ）にあてはまる字句として、正しい組合せはどれか。 
 

トランス－Ｎ－（６－クロロ－３－ピリジルメチル）－Ｎ’－シアノ－Ｎ－メチルアセト

アミジンの別名は（ ① ）である。（ ② ）殺虫剤のひとつである。 

 
 ① ② 

１ ＤＤＶＰ 有機燐
りん

系 

２ ＤＤＶＰ ネオニコチノイド系 

３ アセタミプリド 有機燐
りん

系 

４ アセタミプリド ネオニコチノイド系 

 

 

（ 42 ）次の記述の（ ① ）及び（ ② ）にあてはまる字句として、正しい組合せはどれか。 
 

塩素酸ナトリウムの農薬としての用途は（ ① ）であり、最も適切な廃棄方法は 

（ ② ）である。 

 
 ① ② 

１ 除草剤 沈殿法 

２ 除草剤 還元法 

３ 殺虫剤 沈殿法 

４ 殺虫剤 還元法 
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（ 43 ）次の記述の（ ① ）及び（ ② ）にあてはまる字句として、正しい組合せはどれか。 
 

エチルパラニトロフェニルチオノベンゼンホスホネイト（別名：ＥＰＮ）を含有する製剤

のうち、エチルパラニトロフェニルチオノベンゼンホスホネイトを１.５％を超えて含有す

るものは、毒物及び劇物取締法により（ ① ）に指定されている。中毒の際の解毒剤に

は、（ ② ）の製剤又は硫酸アトロピンの製剤が用いられる。 

 
 ① ② 

１ 劇物 ２―ピリジルアルドキシムメチオダイド(別名:ＰＡＭ) 

２ 劇物 １％フェロシアン化カリウム溶液 

３ 毒物 ２―ピリジルアルドキシムメチオダイド(別名:ＰＡＭ) 

４ 毒物 １％フェロシアン化カリウム溶液 

 
 
（ 44 ）次の記述の（ ① ）及び（ ② ）にあてはまる字句として、正しい組合せはどれか。 
 

１，１’－イミノジ（オクタメチレン）ジグアニジン（別名：イミノクタジン）の酢酸塩を含

有する製剤は、毒物及び劇物取締法により劇物に指定されている。ただし、１，１’－イミ

ノジ（オクタメチレン）ジグアニジンとして（ ① ）％以下を含有するものは劇物から除

かれている。農薬としての主な用途は（ ② ）である。 

 
 ① ② 

１ ３.５ 除草剤 

２ ３.５ 殺菌剤 

３ １０ 除草剤 

４ １０ 殺菌剤 

 

 

（ 45 ）次の記述の（ ① ）及び（ ② ）にあてはまる字句として、正しい組合せはどれか。 
 

２，２’－ジピリジリウム－１，１’－エチレンジブロミド（ジクワットとも呼ばれる。）

の農薬としての用途は（ ① ）であり、最も適切な廃棄方法は（ ② ）である。 

 
 ① ② 

１ 植物成長調整剤 燃焼法 

２ 植物成長調整剤 分解法 

３ 除草剤 燃焼法 

４ 除草剤 分解法 
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実 地 
 
問１０ 

次の（ 46 ）～（ 50 ）の記述にあてはまる農薬の成分を次ページの「選択肢」からそれぞれ選びな

さい。 
 
（ 46 ）劇物に指定されている。３６％含有の水和剤、４０％含有の乳剤等が市販されている。みかん

のカイガラムシ類、かきのカメムシ類等に適用される有機燐
りん

系殺虫剤の成分である。 
 

 

 

（ 47 ）０.３％以下を含有し、黒色に着色され、かつ、トウガラシエキスを用いて著しくからく着味さ

れているものを除き、劇物に指定されている。１％含有の粒剤、２％含有の液剤等が市販されて

いる。農地や山林の野ねずみの防除に用いられる殺鼠
そ

剤の成分である。 

  

   

（ 48 ）５％以下を含有するものを除き、劇物に指定されている。５０％含有または８５％含有の水和剤

等が市販されている。りんごの摘果、みかんのハマキムシ類等に適用されるカーバメート系殺虫剤

の成分である。 

  

 

（ 49 ）０.５％を超えて含有するものは毒物に、０.５％以下を含有するものは劇物に指定されている。

０.５％含有の粒剤が市販されている。らっかせいのコガネムシ類、キャベツのネキリムシ類等に

適用されるピレスロイド系殺虫剤の成分である。 
  

 

（ 50 ）３％以下を含有するものを除き、劇物に指定されている。４０％含有の水和剤、５０％含有の

乳剤等が市販されている。ブロッコリーのコナガ、だいこんのアオムシ等に適用される有機燐
りん

系

殺虫剤の成分である。 
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「選択肢」 

 
 
１ 硫酸タリウム 
 
２ ２,３,５,６－テトラフルオロ－４－メチルベンジル＝（Ｚ）－（１ＲＳ，３ＲＳ）－３－（２－クロロ－

３，３，３－トリフルオロ－１－プロペニル）－２，２－ジメチルシクロプロパンカルボキシラート 

  （別名：テフルトリン） 
 
３ ジメチルジチオホスホリルフェニル酢酸エチル 

  （ＰＡＰ 、フェントエートとも呼ばれる。） 

 
４ Ｎ－メチル－１－ナフチルカルバメート 

  （ＮＡＣ 、カルバリルとも呼ばれる。） 
 

５ ３－ジメチルジチオホスホリル－Ｓ－メチル－５－メトキシ－１，３，４－チアジアゾリン－

２－オン 

  （ＤＭＴＰ 、メチダチオンとも呼ばれる。） 
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問１１ 

４つの容器にＡ～Ｄの物質が入っている。それぞれの物質は、農薬の成分のメトミル、イソキサチオン、

トリシクラゾール、カルタップのいずれかであり、それぞれの性状・性質及び用途は次の表のとおりである。 
（ 51 ）～（ 55 ）の問に答えなさい。 
 

物質 性 状 ・ 性 質 用  途 

Ａ 
淡黄褐色の液体で、水にほとん

ど溶けない。 
りんごのモモシンクイガ、茶のチャノホソガ等の

殺虫剤として用いられる。 

Ｂ 
無色の結晶で、水に溶けやす

い。 
稲のニカメイチュウ、キャベツのコナガ等の殺虫

剤として用いられる。 

Ｃ 
白色の結晶で、水にやや溶けや

すい。 
はくさいのアオムシ、サラダ菜のアブラムシ類等

の殺虫剤として用いられる。 

Ｄ 
無色の結晶で、水にほとんど溶

けない。 
稲のいもち病等の殺菌剤として用いられる。 

 
メトミル    ：Ｓ－メチル－Ｎ－[（メチルカルバモイル）－オキシ]－チオアセトイミデート 

イソキサチオン ：ジエチル－（５－フェニル－３－イソキサゾリル）－チオホスフェイト 

トリシクラゾール：５－メチル－１，２，４－トリアゾロ [３，４－ｂ] ベンゾチアゾール 

カルタップ   ：１，３－ジカルバモイルチオ－２－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）－プロパン塩酸塩 

 
 
（ 51 ）Ａ～Ｄにあてはまる物質について、正しい組合せはどれか。 
 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ イソキサチオン カルタップ トリシクラゾール メトミル 
２ イソキサチオン カルタップ メトミル トリシクラゾール 
３ カルタップ イソキサチオン メトミル トリシクラゾール 
４ カルタップ イソキサチオン トリシクラゾール メトミル 

 
 
（ 52 ）物質Ａの中毒時の解毒に用いられる物質として、正しいものはどれか。 

 
１ Ｌ－システイン 
２ チオ硫酸ナトリウム 

３ ジメルカプロール（ＢＡＬとも呼ばれる。） 
４ ２－ピリジルアルドキシムメチオダイド（別名：ＰＡＭ） 
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（ 53 ）物質Ｂの廃棄方法として、最も適切なものはどれか。 
 

１ 多量の消石灰水溶液中に吹き込んで吸収させ、中和し、沈殿ろ過して埋立処分する。 
２ そのままあるいは水に溶解して、スクラバーを具備した焼却炉の火室へ噴霧し、焼却する。 
３ 石灰乳又は水酸化ナトリウム水溶液中に少量ずつ滴下し多量の水で希釈して処理する。 
４ 水で希薄な水溶液とし、希塩酸、希硫酸などで中和させた後、多量の水で希釈して処理する。 
 

 

 

（ 54 ）物質Ｃを含有する製剤の毒物及び劇物取締法上の規制区分について、正しいものはどれか。 
 

１ すべて毒物に指定されている。 
２ 毒物に指定されている。ただし、４５％以下を含有するものは劇物に指定されている。 

３ すべて劇物に指定されている。 
４ 劇物に指定されている。ただし、４５％以下を含有するものを除く。 

 

 

 

（ 55 ）物質Ｄの化学式として、正しいものはどれか。 
 

１                   ２  

 

 

 

 

 

 

 

 

   ３                   ４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 
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問１２ 

あなたの店舗では、２－イソプロピル－４－メチルピリミジル－６－ジエチルチオホスフェイト（別

名：ダイアジノン）のみを有効成分として含有する農薬を取り扱っています。 

次の（ 56 ）～（ 60 ）の問に答えなさい。 
 
（ 56 ）この農薬の用途として、正しいものはどれか。 

 
１ 殺虫剤 
２ 殺鼠

そ

剤 

３ 植物成長調整剤 
４ 除草剤 

 
 
（ 57 ）ダイアジノンの化学式として、正しいものはどれか。 

 
１                       ２  

 

 

 

 

 

 

 

 

３                       ４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 58 ）ダイアジノンの性状及び性質として、正しいものはどれか。 
 

１ 無色の液体で、水にほとんど溶けない。 
２ 無色の結晶で、水に溶ける。 

    ３ 黄色の結晶で、水にほとんど溶けない。 
    ４ 濃褐色の液体で、水に溶けにくい。 
 

・ 
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 （ 59 ）ダイアジノンの廃棄方法として、最も適切なものはどれか。 
 

１ セメントを用いて固化し、溶出試験を行い、溶出量が判定基準以下であることを確認して

埋立処分する。 
２ 多量の水を加え希薄な水溶液とした後、次亜塩素酸塩水溶液を加え分解させ廃棄する。 
３ 木粉等に吸収させてアフターバーナー及びスクラバーを具備した焼却炉で焼却する。 
４ 水酸化ナトリウム水溶液で中和した後、多量の水で希釈して処理する。 

 

 

 

（ 60 ）ダイアジノンを含有する農薬の毒物及び劇物取締法上の規制区分について、正しいものはどれか。 

 
１ すべて毒物に指定されている。 
２ 毒物に指定されている。ただし、５％（マイクロカプセル製剤にあっては、２５％）以下を

含有するものは劇物に指定されている。 
３ すべて劇物に指定されている。 
４ 劇物に指定されている。ただし、５％（マイクロカプセル製剤にあっては、２５％）以下を

含有するものは除く。 


